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発表要旨 
　本発表では、マレーシア日本国際工科院（以下、MJIIT）での授業外多読実践者である第二筆
者（以下、I）の多読への期待や葛藤について分析する。 
　Iは2023年10月から2025年6月まで４学期にわたってMJIITで授業外多読を実践した。活動は
昼休みの時間を利用して週１回程度、学期中に継続して行われた。2025年7月に第一筆者がIに
半構造化インタビューを実施し、SCAT（大谷2008）の方法で分析した。得られた理論記述は以下
のようなものである。 
 
　１．活用できる多読材が十分な量確保されることが、教師の初めての多読実践を後押しする。 
　２．外国語環境では、学生の日本語力の速成が叶わず、特定レベルの多読材が枯渇することが

授業外多読の運営を困難にさせる。 
３．多読を実践する教師は、多読の学習効果は遅効的なものと捉え、効果を実感できない学生

にも一定期間継続して活動に参加することを期待する。 
４．多読を実践する教師は、活動に参加する学生の意欲の向上に寄与することを自らの役割と

捉え、内的・外的両面からの動機づけの工夫を凝らす。 
５．内容の理解を重視する多読を実践する教師は、「読みの正確性」を目指さず「楽しむための

読み」の価値を再評価するなど、読むことに対するビリーフを変容させる。 
　 
多読を実践する教師の内省についての研究は少ない（池田2023）が、実践知を集積し、分析す

ることで多読導入の敷居を下げ、実践をより安定的で価値のあるものにすることができるだろう。（
579 字） 
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